
新宿で、立ちあがる、走りだす、はばたく。

新宿区立高田馬場創業支援センターニュースレター
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　新宿区によるビジネスプランコンテスト「Shinjuku Dream Activation Ⅸ」
の募集がはじまっています。
　ファイナリストには賞金の他、アクティベーターによる最長 2年間の事業
化・経営アドバイスも受けることが出来ます。また、副賞として、当センター
のシェアオフィス使用料が免除されるのも魅力の一つです。

　これまでも当センターのご利用者がエントリーしてファイナルイベント
まで進み、実績を残しています。

　新宿区でビジネスを飛躍させるチャンスですので、新たなビジネスプラ
ンをお持ちの方は是非エントリーをおすすめします。

【対象者】
新宿区内で創業予定または創業から概ね 5年以内、
以下のいずれかの要件を満たす方
（1） 区内に在住・在学・在勤していること
（2） 区内中小企業者
【エントリー受付期間】　7月 31日（金 )まで

　エントリー方法他、詳細は新宿ビジネスプランコン
テスト公式Webサイトをご確認ください。

次回の利用者募集は8月に行いますNEWSNEWS

施設内容・利用申請に関する詳細はこちら
https://incu.shinjuku-center.jp/usage

新宿ビジネスプランコンテストがエントリー受付中ですNEWSNEWS

　高田馬場創業支援センターは、高田馬場駅から徒歩2分という好立地にある、10席のフリーアドレスのシェアオフィ
スを中心としたインキュベーションオフィス（シェアオフィス）です。年末年始を除く毎日 8:30から 24:00までお使
いいただけます。

　新宿区内でこれから創業を目指す方、創業されて間もない方が事業を展開する一歩を踏み出すサポートとして、作
業や会議のスペースの貸し出しだけでなく、専門家による事業内容への相談対応、融資や補助金に関するアドバイス
などの創業時の疑問や不安解決のお手伝いの他、登記住所としても利用可能です（利用期間中のみ）。また、センター
の利用者は、登録免許税の軽減などの優遇措置を受けることができる「特定創業支援等事業」の対象にもなります。

　当施設は利用申請を行い、承認を得た方がご利用いただけます。
ドロップインのような一時利用はできません。現在は定期的に利
用者募集を行っています。次回 10月1日から利用開始となる利用
者募集を8月3日 （月）～ 8月 31日（月）の期間に行います。

　募集の期間内に
① センターを見学して、利用方法などについて説明を受ける
　  （事前予約制）
② 新宿区産業振興課への利用申請と事業計画書などの提出
を行う必要があります。※①は期間前でも対応可能。

　募集状況や利用申請に関する詳細は当センターWebサイトをご確認ください。

【利用料】　　 シェアオフィス：月額 1万円
　　　　　　個室オフィス：月額 3万円
　　　　　　　　   ※個室オフィスは 2室。満室の場合はご利用頂けません。

　　　　　　コピー・プリント出力料：別途（利用分）

2026年7月 3 日（金）まで

SHINJUKU CITY
新宿区

※学生のファイナリストのうち上記の表彰を受けなかった方には
　学生賞として 5万円を贈呈します。

新宿ビジコン

SHINJUKUDREAM ACTIVATIONⅨ

▲ 公式Webサイトはこちら https://www.shinjuku-sda.com/ 



　現在利用者の募集は定期的に募集期間を設けて行っています。ご利用に
あたっては、必ず当センターの見学・利用相談を受けてください。
　そのうえで、必要書類をご提出いただき、事業計画の具体性、実現可能性
等を審査し、承認された方に限りご利用いただけます。
詳細については当センターWebページ等でご確認ください。
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　自分のように40代後半になってから創業を考える方にとっては、やはり悩まれると思います。会社と
いう後ろ盾のあった今までの生活から、一気に真逆になる。常に自分で判断して、全部自分の責任になる。
それを怖いと思いつつも、「生きがいになるのではないか」と捉えられるのであれば、創業をお勧めしたい
です。
　創業する人生を選択すると判断をしたのであれば、その判断を自分自身が意地でも成功させるべくト
ライしてほしいですね。その気概を持って始めれば、いい未来が待っているような気がしています。

創業を目指している方にメッセージをお願いします。

　家が近いというのが一番の理由ですが、行政が色々支援をしているから調
べてみるといいと経営者の先輩たちに言われたので、検索していた時に高田馬場創業支援センターを見
つけたこともきっかけです。元々は自宅で登記を検討していましたが、高田馬場創業支援センターは登
記をすることもできて、創業に関する相談をできる人たちもいて、複合機などのオフィス機能が最初から
揃っていて、来客を対応する部屋もある。自宅の近くで見つけられたのは、本当にラッキーだなと思って
います。

　全てのことを自分自身で責任を負うことの覚悟は相当なものがあります
が、その分やりがいや楽しさを感じています。
　今まで顔なじみの人達からの紹介を中心に仕事をしてきたので、独立した
ことにより、ゼロから信用や信頼関係を築く大変さもあります。銀行口座を
作るにも思った以上にシビアな見られ方をしたので、コミュニケーションを
とって色々なことをちゃんと人に伝えていかなければと強く思うようになり
ました。
創業に新宿区を選んだ理由を教えてください。

創業する際に大変だったことは何ですか？

　以前の会社に19年もいたので、仕事がマンネリになり、燃え尽きていると
感じていました。40代後半にさしかかった時に、このまま50代を同じ映像業
界でやり続けるには、自分の中で拠り所というか、燃料のようなものがない
とキツイなと。独立をするにしても、映像以外の分野はさすがに怖い。同じ
映像の世界だとしても、自分の中にある「スポーツ」という別のエッセンスを
かけ算したら楽しめるのではないか、楽しみをみつける起爆剤になるのでは
ないかと思って創業することにしました。

　CGやアニメーションを駆使した映像を得意とし、主にTVCMやWebをはじ
め、広告系の動画の制作、プロデュースが主な事業です。他にテニスの審判
の資格を持っているので、国際大会での線審や大会運営といった仕事もして
います。
　会社名の「ダブルファースト」はテニス用語から取っていて、好きな「スポー
ツ」と「映像」を掛け合わせた事業をしたいと考えています。
創業しようと決めたきっかけは何ですか？

現在の事業内容について教えてください。

大学卒業後、CM制作会社、アニメー
ションスタジオを経て、ダブルファー
スト株式会社を設立。
映像、アニメーションでの知見を活
かしたコンテンツのプロデュースを
はじめとする映像事業を軸に事業
をスタート。
プライベートで始めたテニスの線審
(ラインアンパイア)では、東京オリン
ピックに採用され、現在でも数々
の国際大会で線審を務めている。
スポーツへの造詣は深く、見るの
もやるのも大好き。馬場界隈を月
間１２０キロ走破するランナー。
審判活動後にはじめたテニスは初
中級クラス。
社名「ダブルファースト」のネーミン
グはテニスの攻めの姿勢を表現す
る意味合いから。
無類の麻婆豆腐好き。

ダブルファースト株式会社
　　　代表取締役  黒川 幸佑 さん

利用者インタビュー：ダブルファースト株式会社　代表取締役  黒川 幸佑さんVOICEVOICE
映像とスポーツのかけ算が自分を再び燃え上がらせてくれる。
スポーツに関わる事業を展開していきたい。


